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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　芯金を有するハンドル本体と、このハンドル本体に取り付けられ、前記ハンドル本体の
背面側を覆うカバー体とを備え、
　前記芯金は、屈曲して衝撃を吸収可能な屈曲可能部を有し、
　前記カバー体は、前記屈曲可能部に対向する部分を含む板状の芯金対向部と、この芯金
対向部よりも厚さ寸法が大きくこの芯金対向部を除く板状の一般部を有し、
　前記芯金対向部は、前記芯金の長手方向に沿って複数の領域を有し、これら領域中で、
前記芯金の長手方向に沿った寸法が最も大きい帯状の面状をなすとともに最も厚さ寸法が
小さい領域が帯状薄肉部である
　ことを特徴とするハンドル。
【請求項２】
　帯状薄肉部は、長手方向の両端部がカバー体の縁部に至り、芯金の長手方向に交差する
方向を長手方向として配置された
　ことを特徴とする請求項１記載のハンドル。
【請求項３】
　芯金対向部は、帯状薄肉部の長手方向に沿った両側部に位置する領域が、この帯状薄肉
部より厚さ寸法が大きい帯状の面状をなす帯状中間部である
　ことを特徴とする請求項１または２記載のハンドル。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハンドル本体にカバー体を取り付けたハンドルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、自動車などの車両において、円環状をなすリム部と、このリム部の内側に位置す
るボス部と、これらリム部とボス部とを連結する複数のスポーク部とを備えたステアリン
グホイール本体を備えたステアリングホイールが用いられている。そして、ステアリング
ホイール本体のボス部にはエアバッグ装置及びホーン装置などを構成するモジュールが取
り付けられるとともに、ステアリングホイール本体のスポーク部の芯金は過大な力が加わ
った際に変形して、自動車の衝突時などに乗員を保護するようになっている。
【０００３】
　また、ステアリングホイール本体の背面側に取り付けられた樹脂製のカバー体について
、薄肉な溝状の破断部を形成し、芯金の変形時にこの破断部を破断させることにより、芯
金の変形を阻害することなく衝撃吸収特性の向上を図った構成が知られている(例えば、
特許文献１参照)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平９－７６８５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来のように、幅の狭い溝状の破断部を破断する構成では、衝突時の荷重が加わる
状態によって破断部が異なるタイミングで一気に破断するため、発生する反力すなわち衝
撃吸収特性を一定にすることが容易ではない。また、金型を用いて成型する際に、溝状の
破断部の部分は金型の内側の寸法が小さいしぼり部となるため、樹脂材料の充填が難しい
とともに、溝状の破断部の部分では、樹脂の肉厚が急激に変化するため、艶むらなどの成
形不良が生じやすく、製造コストが上昇する問題を有している。
【０００６】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、カバー体を備えるとともに衝撃吸収特
性の良好なハンドルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１記載のハンドルは、芯金を有するハンドル本体と、このハンドル本体に取り付
けられ、前記ハンドル本体の背面側を覆うカバー体とを備え、前記芯金は、屈曲して衝撃
を吸収可能な屈曲可能部を有し、前記カバー体は、前記屈曲可能部に対向する部分を含む
板状の芯金対向部と、この芯金対向部よりも厚さ寸法が大きくこの芯金対向部を除く板状
の一般部を有し、前記芯金対向部は、前記芯金の長手方向に沿って複数の領域を有し、こ
れら領域中で、前記芯金の長手方向に沿った寸法が最も大きい帯状の面状をなすとともに
最も厚さ寸法が小さい領域が帯状薄肉部であるものである。
【０００８】
　請求項２記載のハンドルは、請求項１記載のハンドルにおいて、帯状薄肉部は、長手方
向の両端部がカバー体の縁部に至り、芯金の長手方向に交差する方向を長手方向として配
置されたものである。
【０００９】
　請求項３記載のハンドルは、請求項１または２記載のハンドルにおいて、芯金対向部は
、帯状薄肉部の長手方向に沿った両側部に位置する領域が、この帯状薄肉部より厚さ寸法
が大きい帯状の面状をなす帯状中間部であるものである。
【発明の効果】
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【００１０】
　請求項１記載のハンドルによれば、ハンドルが衝撃を受けると、芯金の屈曲可能部が屈
曲して衝撃を吸収する。カバー体の一般部よりも厚さ寸法が小さい芯金対向部には、芯金
の長手方向に複数の領域が設定され、これら領域中で芯金の長手方向に沿った寸法が最も
大きい帯状の面状をなすとともに最も厚さ寸法が小さい領域である帯状薄肉部を備えたた
め、屈曲可能部の屈曲に追従して帯状薄肉部が変形し、過大な反力の発生を防止してハン
ドルの衝撃吸収特性を良好にできる。帯状薄肉部は、複数の領域中で芯金の長手方向に沿
った寸法が最も大きい帯状の面状をなすため、溝状の破断部を設ける構成に比べ、変形が
安定して徐々に進行し、ハンドルの衝撃吸収特性を良好にできる。
【００１１】
　請求項２記載のハンドルによれば、帯状薄肉部は、長手方向の両端部がカバー体の縁部
に至り、芯金の長手方向に交差する方向を長手方向として配置されたため、芯金が屈曲す
る力を効率良く受けて、帯状薄肉部を安定して変形させることができる。
【００１２】
　請求項３記載のハンドルによれば、芯金対向部は、帯状薄肉部の長手方向に沿った両側
部に位置する領域がこの帯状薄肉部より厚さ寸法が大きい帯状の面状をなす帯状中間部で
あるため、芯金が屈曲する力を帯状薄肉部に集中して加え、所望の特性で帯状薄肉部を安
定して変形させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明のハンドルの一実施の形態を示すカバー体の斜視図である。
【図２】同上ハンドルの一部の断面図である。
【図３】同上ハンドルの斜視図である。
【図４】同上ハンドルのハンドル本体の斜視図である。
【図５】同上ハンドルの一部の断面図である。
【図６】同上ハンドルのカバー体の図１のＩ－Ｉ断面図である。
【図７】同上ハンドルのモジュールのカバー体を取り外し下方から見た斜視図である。
【図８】同上ハンドルのモジュールの一部の下方から見た斜視図である。
【図９】同上ハンドルを模式的に示す芯金の変形動作の説明図である。
【図１０】同上ハンドルの芯金の変形動作の説明図であり、(a)は変形前の状態、(b)は変
形後の状態である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明のハンドルの一実施の形態を図面を参照して説明する。
【００１５】
　図２ないし図５において、１はハンドルとしてのステアリングホイールで、このステア
リングホイール１は、自動車の運転席の乗員の前方に配置され、ハンドル本体としてのス
テアリングホイール本体２と、このステアリングホイール本体２の乗員側に装着されたモ
ジュールとしてのエアバッグ装置３となどから構成されている。
【００１６】
　そして、ステアリングホイール１は、通常傾斜した状態で備えられる図示しない操縦装
置としてのステアリングシャフトに装着されるものであるが、以下、エアバッグ装置３側
を乗員側、正面側あるいは後側、ステアリングシャフト側を車体側、背面側あるいは前側
とし、このステアリングシャフトに沿った前後方向を軸方向とし、その他、このステアリ
ングホイール１が備えられる車体の直進方向を基準として、前後方向及び上下方向などの
方向を説明する。
【００１７】
　そして、ステアリングホイール本体２は、円環状をなすリム部（リング部）５と、この
リム部５の内側に位置するボス部６と、これらリム部５とボス部６とを連結する複数の、
本実施の形態では３本のスポーク部７とから構成されている。
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【００１８】
　そして、このステアリングホイール本体２は、金属製の芯金11と、この芯金11の一部を
一体的に覆う軟質の被覆部12と、この芯金11の背面側を覆うカバー体14となどを備えてい
る。
【００１９】
　そして、芯金11は、リム部５、ボス部６及びスポーク部７に対応し、リム芯金15、ボス
芯金16、及びスポーク芯金17を備えている。そして、ボス芯金16は、ボスプレートなどと
も呼ばれるもので、ステアリングシャフトに嵌着される円筒状のボス16aを備え、このボ
ス16aを金型に配置しマグネシウム合金などのインサート成形により、ボス芯金16の一部
、円環状のリム芯金15及び放射状に配置されるスポーク芯金17が一体的に形成されている
とともに、ボス芯金16の外周側の一部を囲んでスポーク芯金17同士を連結する連結芯金18
が一体的に形成されている。また、この芯金11は、乗員を保護するため、大きな力が加わ
った状態で変形、移動し、衝撃を吸収するようになっている。
【００２０】
　そして、スポーク芯金17は、ボス芯金16の上側部から両側に延びる両側一対の上部スポ
ーク芯金21と、ボス芯金16の下側部から下方に延びる屈曲可能部としての下部スポーク芯
金22とを備えている。そして、各上部スポーク芯金21は、互いに平行な２本の棒状部を備
え、階段状に屈曲されるなどして、リム芯金15に連結されている。また、下部スポーク芯
金22は、互いに平行な２本の角柱状の棒状の棒状部24を備え、これら棒状部24は、ボス芯
金16から下方に延設された後、正面側に傾斜して延設され、さらに下方に傾斜して屈曲さ
れてリム芯金15に連結されている。
【００２１】
　また、連結芯金18は、角柱状の棒状で、スポーク芯金17の中間位置すなわち各上部スポ
ーク芯金21及び下部スポーク芯金22を構成する棒状部24同士を連結するようにして、正面
視で略Ｕ字状に配置されている。そして、この連結芯金18が下部スポーク芯金22を構成す
る２本の棒状部24同士を連結する部分は、長手方向が両側方向に水平に配置された下部連
結部26となる。そして、この下部連結部26からは、ステアリングホイール本体２の中心側
すなわちステアリングホイール本体２が傾斜した状態における前側上方に向かって係合台
部27が延設され、さらに、この係合台部27の先端部に、第３の係合爪部としての下部係合
爪部28が形成されている。この下部係合爪部28は、下部係合爪あるいはワンタッチフック
とも呼び得るもので、背面側が正面背面方向に垂直な係止面28aとなり、正面側が係止面2
8aに対して傾斜した案内面28bとなっている。また、係合台部27には、正面背面方向に貫
通する円孔状のカバー位置決め孔27aが形成されているとともに、下部連結部26に連結さ
れる両側一対のリブ部27bが形成されている。
【００２２】
　一方、下部連結部26からは、正面側に向かって延設部としての台座支持部33が延設され
、この台座支持部33の先端部に押動受部を構成する台座部34が設けられている。そして、
この台座部34には、正面側に向かって固定接点35が突設されているとともに、この固定接
点35に隣接して、ばね受け座36が設けられている。
【００２３】
　また、上部スポーク芯金21の棒状部同士を連結する部分は、上部連結部41となり、この
上部連結部41からステアリングホイール本体２の中心側に向かって係合台部42が延設され
、さらに、この係合台部42の先端部に、一対の係合爪部を構成する側部係合爪部44が形成
されている。そして、この側部係合爪部44は、図５に示すように、背面側が正面背面方向
に垂直な係止面44aとなり、正面側が係止面44aに対して傾斜した案内面44bとなっている
。さらに、側部係合爪部44の先端部には、一側部に位置して、背面側にわずかに突設する
突起部44cが設けられている。また、係合台部42には、正面背面方向に貫通する円孔状の
カバー位置決め孔42aが形成されているとともに、下部連結部26に連結される１個のリブ
部が形成されている。
【００２４】
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　さらに、上部連結部41には、正面側に向かって固定接点45が突設されているとともに、
この固定接点45に隣接して、かつ、ボス芯金16に近接して、上部スポーク芯金21にばね受
け座46が設けられている。
【００２５】
　また、この芯金11には、複数カ所に、例えば下部スポーク芯金22の中間部に位置して、
カバー体14を係止するカバー係止受部48が形成されている。さらに、この芯金11には、複
数カ所に、例えば上部スポーク芯金21のボス芯金16に近接した位置に、モジュール案内受
部49が形成されている。
【００２６】
　また、被覆部12は、リム芯金15の外周部と、スポーク芯金17のリム部５側の部分の外周
部を覆うようにして、ウレタン例えば軟質の発泡ポリウレタンなどにより軟質に形成され
ている。
【００２７】
　さらに、カバー体14は、ボディカバー、ロアカバー、あるいは裏カバーなどとも呼ばれ
るもので、ステアリングホイール本体２のボス部６およびスポーク部７のボス部６側の部
分の背面側すなわち裏面側を覆い、絶縁性を有する熱可塑性樹脂を金型内に射出などして
、例えばポリプロピレン等にて一体に形成されている。そして、このカバー体14は、図１
及び図６などに示すように、カバー底板部51と、このカバー底板部51から正面側に略円筒
状の拡開状に立ち上げられたカバー基板部52を備えている。そして、カバー底板部51は、
ボス部６の底部に対向し、ボス16a及びこのボス16aの周辺部が挿通する開口部51aが形成
されている。また、カバー基板部52は、ボス部６の外周部及びスポーク部７の背面側に対
向し、下部スポーク芯金22の背面側に対向する芯金対向部53と、この芯金対向部53を除く
一般部54とを備えている。そして、一般部54は、カバー体14の常時の形状を保持するため
に必要な一定の板厚(厚さ寸法)を備え、例えば板厚は１．８～２ミリに設定されている。
【００２８】
　一方、芯金対向部53は、下部スポーク芯金22の変形時にこの下部スポーク芯金22が当接
する部分であり、この下部スポーク芯金22の変形に追従して円滑に変形するように、一般
部54より板厚が小さい部分が形成されている。さらに、本実施の形態では、芯金対向部53
は、下部スポーク芯金22の長手方向と交差さらには直交する方向を長手方向とし、長手方
向の両端部がカバー体14の縁部に至る面状の帯状をなして、一般部54より板厚が小さい部
分が形成されている。より詳細には、カバー底板部51に連続する一般部54を構成する領域
Ａ1の板厚を１．８ミリとすると、この領域Ａ1に囲まれるように沿って狭い帯状の領域Ａ
2があり、この領域Ａ2に囲まれるように沿って帯状の領域である帯状中間部Ａ3があり、
この帯状中間部Ａ3に囲まれるように沿って狭い帯状の領域Ａ4があり、この領域Ａ4に囲
まれるように沿って帯状の領域である帯状薄肉部Ａ5があり、この帯状薄肉部Ａ5に囲まれ
るように沿って狭い帯状の領域Ａ6があり、この領域Ａ6に囲まれるように沿って先端側に
至る帯状の領域である帯状中間部Ａ7が設定されている。
【００２９】
　そして、これら芯金対向部53を構成する領域Ａ2～Ａ7は、いずれも一般部54よりも厚さ
寸法が小さく、中央に位置する帯状薄肉部Ａ5は、最も板厚が小さく例えば１．３ミリに
設定されている。また、この帯状薄肉部Ａ5を挟んで対向する帯状中間部Ａ3，Ａ7は、帯
状薄肉部Ａ5と一般部54との中間の板厚で例えば１．５ミリに設定されている。さらに、
これら領域Ａ3，Ａ5，Ａ7同士の間に位置する狭い帯状の領域Ａ2，Ａ4，Ａ6は、板厚が滑
らかに変化する板厚徐変区間となっている。すなわち、この構成では、中央の領域である
帯状薄肉部Ａ5が最も容易に変形可能となるとともに、この帯状薄肉部Ａ5の長手方向に沿
った両側部に、すなわち中央側の一般部54側のみならず先端側(木口側)についても、この
帯状薄肉部Ａ5より厚さ寸法が大きく変形しにくい帯状中間部Ａ3，Ａ7が形成されている
。
【００３０】
　また、このカバー体14には、芯金11に位置決めして取り付けられる構成が備えられてい
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る。すなわち、芯金対向部53の部分からは、下側の下部係合爪部28に背面側から嵌合する
下側係合爪部対向部56が形成されている。この下側係合爪部対向部56は、下部係合爪部28
の背面及び両側面を覆って嵌合するとともに、カバー位置決め孔27aに挿入されるピン状
のカバー側位置決めピン56aが正面側に突設されている。また、一般部54の両側部からは
、両側の側部係合爪部44の背面側に当接する側部係合爪部対向部58が形成されている。そ
して、この側部係合爪部対向部58は、側部係合爪部44の背面側を覆うようにして当接する
とともに、カバー位置決め孔42aに挿入されるピン状のカバー側位置決めピン58aが正面側
に突設されている。
【００３１】
　また、このカバー体14には、カバー底板部51から、カバー係止受部48に係止する一対の
係止爪59が突設されている。
【００３２】
　さらに、このカバー体14のカバー基板部52には、両側に位置して、円孔状の作業用開口
61が形成されている。
【００３３】
　一方、エアバッグ装置３は、エアバッグモジュールとも呼ばれたもので、図２、図５、
図７、及び図８などに示すように、ベースプレート64と、このベースプレート64に取り付
けられたインフレータ66、図示しないエアバッグ、エアバッグカバー67、リテーナ68、及
びベースプレート64に組み付けられた取付機構70などを備えている。
【００３４】
　そして、ベースプレート64は、ホーン機構のホーンプレートを兼ねたもので、導電性を
有する金属製で、基板部71と、この基板部71の周辺部から正面側に立ち上げられた側板部
72とを備えている。そして、基板部71には、インフレータ取付部73が設けられ、このイン
フレータ取付部73には、円孔状のインフレータ取付孔74と、このインフレータ取付孔74を
囲んで設けられた４カ所の取付孔75とが形成されている。また、側板部72の正面側からは
、下側部から下側に向かって下側支持部77が突設されているとともに、両側部から両外側
に向かって側部支持部78が突設されている。そして、これら支持部77，78には、それぞれ
可動接点79，80が設けられている。また、ベースプレート64には、これら可動接点79，80
と電気的に接続された電線接続部82が切り起こしなどして形成されている。
【００３５】
　また、インフレータ66は、円盤状のインフレータ本体部66aと、このインフレータ本体
部66aから外周側に突設されたフランジ部66bとを備えている。また、インフレータ本体部
66aには、フランジ部66bの正面側に位置して、ガス噴射口66cが設けられ、フランジ部66b
には、図示しない取付孔が４カ所に設けられている。
【００３６】
　また、エアバッグは、例えば、２枚の基布の外周部同士を縫い合わせ、扁平な袋状に形
成されているとともに、一方の基布の中央部に、ベースプレート64のインフレータ取付部
73と同様に、円孔状のインフレータ取付孔と、このインフレータ取付孔を囲んで設けられ
た４カ所の取付孔とが形成されている。
【００３７】
　また、エアバッグカバー67は、絶縁性を有する樹脂にて一体に形成され、ボス部６及び
スポーク部７の正面側を覆う表板部84と、この表板部84のボス部６を覆う位置を囲んで背
面側に突設された取付板部85とを備えている。そして、取付板部85の下端部には、内側に
向かう取付板部係合部85aが突設されている。また、表板部84のスポーク部７を覆う位置
からは、背面側に円筒状などをなす位置決め受部84aが突設されている。また、表板部84
の背面側には、取付板部85に囲まれた位置に、厚さ寸法の小さい溝状のテアラインが例え
ば正面視で略Ｈ字状に形成されている。
【００３８】
　また、リテーナ68は、金属板などにて形成されたリテーナ基部88と、このリテーナ基部
88に固定された４本の取付ボルト89とを備えている。そして、リテーナ基部88は、中央部
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に、円孔状のインフレータ取付孔88aが形成されているとともに、外周部には、正面側に
向かった後に背面側に屈曲されたカバー体係止部88bが形成されている。また、取付ボル
ト89は、インフレータ取付孔88aを囲んで背面側に突設され、それぞれナット90が螺合さ
れるようになっている。
【００３９】
　また、取付機構70は、エアバッグ装置３をステアリングホイール本体２に進退可能に取
り付けるもので、ベースプレート64の下側部から下側支持部77の部分にかけて備えられた
第３の取付機構としての下部取付機構92と、ベースプレート64の両側部から側部支持部78
の部分にかけてそれぞれ備えられた一対の取付機構を構成する側部取付機構93とを備えて
いる。そして、これら下部取付機構92及び側部取付機構93は、それぞれ、ベースプレート
64の一部を覆って絶縁性を有する樹脂にて一体的に形成された取付基部95と、これら取付
基部95にそれぞれ取り付けられる係合手段としてのワイヤー96と、付勢手段としてのコイ
ルスプリング97とを備えている。
【００４０】
　そして、ワイヤー96は、ワンタッチワイヤーとも呼び得るもので、弾性変形可能な線材
にて形成され、直線状をなす一対の係合受部99と、これら係合受部99の一端部同士を連結
し、かつこれら係合受部99が互いに離間する方向に付勢する係合付勢手段としての弾性連
結部100と、これら係合受部99の他端部をそれぞれ折曲した操作部101とを備えている。
【００４１】
　また、下部取付機構92及び側部取付機構93には、それぞれ、ワイヤー96を装着する係合
手段装着部103と、コイルスプリングを装着する付勢手段装着部104とが形成されている。
そして、係合手段装着部103は、ベースプレート64の基板部71の背面側に沿って配置され
、対をなす係合受部99を付勢力に抗して接近した状態とするとともに、さらに一方の係合
受部99を付勢力に抗して接近する方向に移動可能にかつ一部を開口部103aから露出した状
態で支持している。
【００４２】
　そして、下部取付機構92の係合手段装着部103は、係合受部99を両側方向を長手方向と
して支持し、側部取付機構93の係合手段装着部103は、係合受部99をベースプレート64の
基板部71の面方向に沿った上下方向を長手方向として支持している。
【００４３】
　さらに、側部取付機構93の係合手段装着部103には、係合受部99に連続する操作部101を
露出すなわち押動操作可能な状態で案内支持する案内支持部105が形成されている。この
案内支持部105は、溝状すなわちスリット状をなし、図５に示すように、ワイヤー96に外
部から力が加わっていない状態では、操作部101及びこの操作部101に連続する係合受部99
を溝の両端部105aで正面背面方向に移動しないように支持する。一方、操作部101に力が
加わった時に移動する領域である溝の中間部105bでは、溝は背面方向に滑らかな曲面状を
なして膨出し、操作部101及びこの操作部101に連続する係合受部99の背面側への移動を許
容するようになっている。
【００４４】
　なお、下部取付機構92の係合手段装着部103は、側部取付機構93と同様の案内支持部105
が設けられているが、この下部取付機構92の案内支持部105の溝は、正面背面方向の寸法
は一定で、曲面状をなして膨出する中間部は設けられていない。
【００４５】
　また、付勢手段装着部104を背面側に突出した状態で支持するもので、下部取付機構92
では下側支持部77の背面に位置して設けられ、側部取付機構93では係合手段装着部103の
背面側に位置して設けられている。
【００４６】
　また、側部取付機構93には、付勢手段装着部104に隣接し、それぞれ背面側に向かって
案内突部107が突設されている。さらに、下部取付機構92及び側部取付機構93からは、そ
れぞれ正面側に向かってエアバッグカバー位置決め突部108が突設されている。



(8) JP 5582848 B2 2014.9.3

10

20

30

40

50

【００４７】
　そして、このエアバッグ装置３は、取付基部95を一体的に形成したベースプレート64に
、ワイヤー96及びコイルスプリング97を装着して取付機構70を構成するとともに、インフ
レータ66、エアバッグ、エアバッグカバー67、リテーナ68などを取り付けて構成される。
【００４８】
　すなわち、取付機構70は、各係合手段装着部103に案内支持部105側からワイヤー96を挿
入するとともに、付勢手段装着部104にコイルスプリング97を装着して構成される。
【００４９】
　そして、エアバッグの内側にリテーナ68を挿入し、このリテーナ68の取付ボルト89を取
付孔から引き出した状態で、エアバッグを所定の形状に折り畳む。さらに、折り畳んだエ
アバッグにエアバッグカバー67を被せるとともに、取付板部85を広げながらリテーナ68の
カバー体係止部88bに取付板部係合部85aを係合する。そして、リテーナ68の取付ボルト89
を取付孔75に挿入しながら、これらエアバッグ、リテーナ68、及びエアバッグカバー67を
ベースプレート64に組み合わせる。この状態で、エアバッグカバー67の取付板部85がリテ
ーナ68のカバー体係止部88bとベースプレート64の側板部72との間に挟持され、エアバッ
グカバー67が抜け止めされる。また、取付機構70のエアバッグカバー位置決め突部108が
エアバッグカバー67の位置決め受部84aに挿入され、エアバッグカバー67が位置決めされ
る。
【００５０】
　さらに、ベースプレート64の背面側に突出した取付ボルト89に取付孔を挿入しながら、
ベースプレート64の背面側からインフレータ66を組み合わせ、取付ボルト89にナット90を
螺合して締め付ける。この状態で、インフレータ66のガス噴射口66cを設けたインフレー
タ本体部66aの正面側の部分がインフレータ取付孔74からエアバッグの内側に挿入され、
エアバッグ装置３が構成される。
【００５１】
　一方、ステアリングホイール本体２には、背面側からカバー体14を組み合わせ、カバー
係止受部48と係止爪59との係合などによりカバー体14をステアリングホイール本体２に取
り付ける。
【００５２】
　そして、このステアリングホイール本体２のボス16aをステアリングシャフトに嵌着し
、図示しないナットで締め付け固定する。
【００５３】
　そして、エアバッグ装置３は、ステアリングホイール本体２に正面側から押し込むのみ
で、いわばワンタッチで取り付けられる。すなわち、エアバッグ装置３をステアリングホ
イール本体２に正面側から押し込むと、取付機構70の各ワイヤー96に芯金11に設けた下部
係合爪部28，44が係合し、両側及び下側の３カ所でエアバッグ装置３がステアリングホイ
ール本体２に係合して抜け止め支持される。
【００５４】
　より詳細には、エアバッグ装置３を押し込むと、係合爪部28，44は開口部103aに進入し
、案内面28b，44bでワイヤー96の係合受部99を押圧し、弾性連結部100の付勢力に抗して
移動させる。そしてエアバッグ装置３を十分に押し込み、係合爪部28，44がワイヤー96を
通過すると、弾性連結部100の付勢力によりワイヤー96は復帰変形し、係合受部99が所定
方向Ｒに移動して、係合爪部28，44の係止面28a，44aの背面側に係止される。なお、各係
合爪部28，44には、カバー体14の下側係合爪部対向部56及び側部係合爪部対向部58が組み
合わされているため、ワイヤー96の係合受部99は、これらカバー体14の下側係合爪部対向
部56及び側部係合爪部対向部58を介して芯金11の係合爪部28，44に当接して係止される。
そして、この状態で、係合受部99は、弾性連結部100の付勢力により、係合量が増加する
所定方向Ｒに付勢されているとともに、側部取付機構93の係合受部99は、側部係合爪部44
の係止面44aから突設された突起部44cによってより確実に抜け止めされ、不意に外れるこ
とが防止される。
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【００５５】
　また、このようにエアバッグ装置３をステアリングホイール本体２に取り付けた状態で
、カバー体14に設けた両側の作業用開口61は、両側の側部取付機構93の操作部101に対向
する。
【００５６】
　また、この状態で、エアバッグ装置３の案内突部107がステアリングホイール本体２の
モジュール案内受部49に進退可能に挿入されて案内となる。
【００５７】
　また、エアバッグ装置３の各コイルスプリング97がステアリングホイール本体２のばね
受け座36，46に当接して支持され、これらコイルスプリング97の付勢力により、エアバッ
グ装置３の可動接点79，80がステアリングホイール本体２の固定接点35，45から離間した
状態で支持される。
【００５８】
　さらに、電気的な配線を行うことにより、エアバッグ装置３を備えたステアリングホイ
ール１がステアリングシャフトに取り付けられた状態で構成される。
【００５９】
　そして、このように構成されたステアリングホイール１は、運転席の乗員がリム部５を
把持して回動することにより、走行時の操作が行われる。また、乗員が押動部を兼ねたエ
アバッグ装置３のエアバッグカバー67をコイルスプリング97の付勢力に抗して押動するこ
とにより、いずれかの可動接点79，80が固定接点35，45に接触すると車体側のホーン装置
が吹鳴される。
【００６０】
　一方、車両の正面衝突などの際は、インフレータ66からエアバッグの内部にガスが急速
に噴射されて、折り畳まれて収納されたエアバッグが急激に膨張する。すると、このエア
バッグの膨張の圧力により、エアバッグカバー67がテアラインに沿って開裂してエアバッ
グの突出口が形成され、この突出口からエアバッグが突出して乗員の前方で膨張展開し、
乗員を拘束して保護するようになっている。
【００６１】
　さらに乗員が前方に移動するなどして、エアバッグを介してステアリングホイール本体
２のリム部５が押圧されると、リム芯金15及びスポーク芯金17が変形して、衝撃を吸収し
、乗員を保護する。より詳細には、車両の正面衝突すると、乗員は前側に投げ出されるよ
うに前方に移動し、乗員に最も近いリム部５の下側部に当接し、図９に矢印Ｆで示す前方
に向かいリム部５の下側部を押圧して荷重を加える。すると、図９に２点鎖線で示すよう
に、リム部５のリム芯金15が変形するとともに、このリム芯金15に連結された下側のスポ
ーク芯金17すなわち下部スポーク芯金22が前方に向かい移動しながら変形し、図１０(a)
から図１０(b)に示すように芯金11が変形する。
【００６２】
　さらに、この芯金11の変形の際に、乗員により直接あるいはカバー体14などの他物品に
より、台座部34が図９に矢印Ｂで示す方向すなわち前方に押動される。すると、芯金11は
、両端部が下部スポーク芯金22に連結された連結芯金18の下部連結部26を支点として回動
するようにして変形し、台座部34が前方に移動するにつれて、この下部連結部26に連結し
て支持された下部係合爪部28が図９に矢印Ｃに示すように下方に向かって回動しながら移
動する。すなわち、下部係合爪部28は、係合したワイヤー96の係合受部99の係合量を増加
させる爪掛かり方向に移動し、係合受部99をいわば下部係合爪部28の奥側に食い込ませる
ように変形し、係合受部99すなわちエアバッグ装置３を外れることなく確実に保持する。
【００６３】
　また、この芯金11の変形の際に、下部スポーク芯金22に対向するカバー体14の芯金対向
部53も、下部スポーク芯金22に沿って変形する。そして、この芯金対向部53は、中央部が
帯状に段階的に板厚が小さくなり、帯状薄肉部Ａ5及び帯状中間部Ａ3，Ａ7が下部スポー
ク芯金22に直交して形成されているため、下部スポーク芯金22の変形に伴い最も板厚が小
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さい帯状薄肉部Ａ5が徐々に円滑に反転するまで破断することなく変形し、過度の負荷を
与えることなく下部スポーク芯金22の変形を許容する。
【００６４】
　また、通常の使用状態などにおいて、保守や点検などのため、ステアリングホイール本
体２からエアバッグ装置３を取り外す必要がある場合には、両側の側部取付機構93のワイ
ヤー96の係合受部99についてそれぞれ側部係合爪部44から係合を解除し、次いで、エアバ
ッグ装置３の上側部を後方に回動させ、さらに上方などに移動させて、下部取付機構92の
ワイヤー96の係合受部99を下部係合爪部28から離脱させ、係合を解除する。
【００６５】
　そして、両側の側部取付機構93のワイヤー96の係合受部99を側部係合爪部44から外す作
業は、カバー体14の両側部に設けられた作業用開口61から棒状の治具を挿入し、治具の先
端部でワイヤー96の操作部101を、弾性連結部100の付勢力に抗して、両側方向に沿って所
定方向Ｒの反対方向である内方に押圧する。すると、図５に矢印Ｄで示すように、案内支
持部105に案内されて、操作部101に連結された係合受部99が内方に移動し、一旦、側部係
合爪部44の突起部44cに対向する状態となる。ここで、案内支持部105の中間部105bは背面
側に向かって膨出するように湾曲しており、さらに、エアバッグ装置３はコイルスプリン
グ97の付勢力により上方に付勢されている。そこで、操作部101をさらに押し込むと、図
５に矢印Ｅで示すように、係合受部99は案内支持部105の中間部105bの背面側の曲面に沿
って突起部44cを回避するように案内されて移動し、係合受部99と側部係合爪部44の係止
面44aとの係合が解除される。
【００６６】
　このように、本実施の形態によれば、ステアリングホイール本体２にエアバッグ装置３
を取り付けたステアリングホイール１について、ステアリングホイール本体２の芯金11に
設けた下部係合爪部28とエアバッグ装置３に設けたワイヤー96の係合受部99との係合によ
り、エアバッグ装置３をステアリングホイール本体２にいわばワンタッチで作業性良く取
り付けでき、ボルトにナットを螺合しあるいはリベットなどを用いる構成に比べ、製造コ
ストを低減できる。
【００６７】
　そして、衝突の衝撃などを受けた際に、乗員がステアリングホイール１側に移動すると
、乗員はこの乗員に対向するステアリングホイール本体２に所定の方向すなわち後方から
当接する。そして、この乗員側からの力により、台座部34に乗員側すなわち後方から前方
に向かって力が加わり、芯金11が変形した状態で、係合受部99に対する下部係合爪部28の
係合量が増加する。そこで、エアバッグ装置３をステアリングホイール本体２に確実に係
合により保持できる。
【００６８】
　また、下部係合爪部28及び押動受部を構成する台座部34は、スポーク芯金17に連結され
た連結芯金18に連結したため、乗員側から台座部34に力が加わると、連結芯金18を支点と
して回動するように芯金11が変形する。そこで、連結芯金18の下側から前方に突設された
下部係合爪部28に対して、台座部34は正面側に突設されているため、リム芯金15及び台座
部34の移動方向である前方と異なる方向である下方に下部係合爪部28を移動させ、係合受
部99に対する下部係合爪部28の係合量を容易に増加して、エアバッグ装置３をステアリン
グホイール本体２に強固に保持できる。
【００６９】
　また、スポーク芯金17は、上部スポーク芯金21と下部スポーク芯金22とを備えるととも
に、下部スポーク芯金22は、２本の棒状部24を連結芯金18により互いに連結し、かつ上部
スポーク芯金21に連結する構造としたため、連結芯金18により芯金11を補強して強度を維
持しつつ軽量化を容易に実現できるとともに、連結芯金18を回動の中心としてこの連結芯
金18に連結した下部係合爪部28を回動する構成を容易に実現できる。
【００７０】
　また、本実施の形態によれば、ステアリングホイール１は、ステアリングホイール本体
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２に水平方向に並んで設けられた両側一対の側部係合爪部44及びこれら側部係合爪部44の
下方に離間して配置された下部係合爪部28と、これら係合爪部44，28に対応してそれぞれ
エアバッグ装置３に設けられた両側一対の側部取付機構93の係合受部99及び下部取付機構
92の係合受部99との３カ所の係合により、少なくとも３カ所の係止でステアリングホイー
ル本体２にエアバッグ装置３を確実に取り付け、エアバッグ装置３の離脱を確実に防止で
きる。
【００７１】
　さらに、側部係合爪部44は単なる平面ではなく、係止面44aから下方に突起部44cが突設
されており、弾性連結部100により係合量が増加する所定方向Ｒに付勢されていることと
相まって、衝撃を受けた際などにも係合受部99が側部係合爪部44から不意に外れることを
防止でき、ステアリングホイール本体２にエアバッグ装置３を確実に取り付けできる。
【００７２】
　一方、作業用開口61から治具を挿入し、係合受部99の端部に設けた操作部101を側方か
ら押動することにより、係合受部99を、突起部44cに対向する中間部105bで下方に膨出す
る案内支持部105で案内し、係止面44aから突設した突起部44cを回避させ、係合受部99を
係止面44aから作業性良く離脱させ、側部係合爪部44を側部取付機構93から容易に取り外
しできる。
【００７３】
　そして、このように作業用開口61を用いて両側一対の側部取付機構93の操作部101を操
作し、側部係合爪部44をそれぞれ側部取付機構93から取り外した後は、エアバッグ装置３
の全体を下部取付機構92の係合受部99を支点として下方に開くように回動させ、さらに上
方に移動させることにより、この下部取付機構92の係合受部99を下部係合爪部28から容易
に取り外しでき、エアバッグ装置３を取り外す作業を容易にでき、保守作業などの作業性
を向上できる。
【００７４】
　すなわち、ステアリングホイール本体２からエアバッグ装置３を取り外す作業は、保守
点検時などのみに必要な作業で頻度の少ない作業であり、作業者は複雑な手順を完全には
把握できない場合があるが、側部係合爪部44から係合受部99を取り外す作業は、作業用開
口61から治具を一定方向に挿入するのみで良く、保守作業などの作業性を向上できる。
【００７５】
　また、本実施の形態によれば、ステアリングホイール１は、芯金11を有するステアリン
グホイール本体２に取り付けられてこのステアリングホイール本体２の背面側を覆うカバ
ー体14とを備え、屈曲して衝撃を吸収可能な屈曲可能部である芯金11の下部スポーク芯金
22に対向して、カバー体14の芯金対向部53に帯状の面状をなして一般部54より厚さ寸法が
小さい帯状薄肉部Ａ5を備えている。そこで、ステアリングホイール１が衝撃を受けて、
芯金11の下部スポーク芯金22が反転するように屈曲して衝撃を吸収する際には、芯金対向
部53も帯状薄肉部Ａ5の部分で反転するように変形する。ここで帯状薄肉部Ａ5は、帯状の
面状をなすため、下部スポーク芯金22の屈曲に追従して変形し、過大な反力の発生を防止
してステアリングホイール１の衝撃吸収特性を良好にできる。すなわち、帯状薄肉部Ａ5
は、帯状の面状をなすため、溝状の破断部を設ける構成に比べ、変形が安定して徐々に進
行し、急激な反力の変化がなく、ステアリングホイール１の衝撃吸収特性を良好にできる
。また、衝撃吸収特性の向上のために部品を破断させる必要がないため、反力が滑らかに
変化する良好な衝撃吸収特性を実現できるとともに、部品の離脱を防止する構成を考慮す
る必要がなく、構成を簡略化できる。
【００７６】
　さらに、この帯状薄肉部Ａ5は、長手方向の両端部がカバー体14の縁部に至り、下部ス
ポーク芯金22の長手方向に交差さらには直交する方向を長手方向として配置されたため、
下部スポーク芯金22が屈曲する力を効率良く受けて、帯状薄肉部Ａ5を安定して変形させ
ることができる。
【００７７】
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　さらに、芯金対向部53には、帯状薄肉部Ａ5の長手方向に沿った両側部にこの帯状薄肉
部Ａ5より厚さ寸法が大きい帯状の面状をなす帯状中間部Ａ3，Ａ7を備えたため、下部ス
ポーク芯金22が屈曲する力を帯状薄肉部Ａ5に集中して加え、所望の特性で帯状薄肉部Ａ5
を安定して確実に変形させることができる。
【００７８】
　さらに、このカバー体14の芯金対向部53は、幅の狭い溝状の破断部が存在せず、厚さ寸
法が滑らかに変化するため、金型を用いて成型する際に、樹脂材料の均一な充填が容易に
なるとともに、艶むらなどの成形不良も生じにくく、すなわち成形性が良好で製造コスト
を容易に低減できるとともに外観の良好なカバー体14を提供できる。
【００７９】
　なお、上記の実施の形態では、ハンドルは、円環状のリム部５を有するステアリングホ
イール１としたが、この構成に限られず、例えば上端部が連続していない円弧状のリム部
を備えたハンドルに適用することもできる。
【産業上の利用可能性】
【００８０】
　本発明は、ステアリングホイール本体の背面側にカバー体を取り付けたステアリングホ
イールに適用できる。
【符号の説明】
【００８１】
　１　　ハンドルとしてのステアリングホイール
　２　　ハンドル本体としてのステアリングホイール本体
　11　　芯金
　14　　カバー体
　22　　屈曲可能部としての下部スポーク芯金
　53　　芯金対向部
　54　　一般部
　Ａ5 　帯状薄肉部
　Ａ3，Ａ7　　帯状中間部
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